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ーー吉岡中に赴任されてどれくらいになりますか。
小暮さん　８年目になりました。本年度の吹奏楽
部は80人の部員数で、おそらく県内中学校では
最大の吹奏楽部だと思います。
ーーこれまでに吹奏楽部の顧問経験は。
小暮さん　前任校は小学校だったので、吹奏楽部
の顧問は本校が初めてです。私自身は今でも他楽
団に入って音楽を続けています。
ーー先生が赴任されてから、吹奏楽部は輝かしい
成績をたくさん残されていますね。
小暮さん　群馬を代表する学校として挙がるまで
になったのは、完全に子どもたちの努力の結果で
す。
　別の講師の先生なども言ってくださるのですが、
他校ではなかなか難しかったりする中で、吉岡中
の子どもたちは素直で、頑張っている子たちが多
いです。演奏できたときにもっとうまくなりたい
という思いの積み重ねが今の結果になっていると
思います。その子どもたちの気持ち、目標に寄り
添って、私もできる限りやりたいと思っています。
保護者が本当に協力的で恵まれています。また、
他の地域ではホールはあってもお金もかかり、簡
単には借りられない中で、地域にホールがあり、
環境的にも恵まれていると思います。

ーー今の部活の中での課題は。
小暮さん　部活の地域移行などで他の部活では学
校の部活もやって、その後や週末は別の団体で練
習ができる部活もありますが、吹奏楽は学校の部
活動しか練習の場がありません。個人で自宅練習
する、誰かの家に集まって練習をすることもある
ようですが、近隣への迷惑がかからないような配
慮も必要です。また楽器によっては自宅練習もで
きませんので、それらも課題だと思っています。
ーー楽器が不足していると聞きました。
小暮さん　部員が多いため、コンクールに向けて
他校からお借りしてやっています。楽器は高額に
なるものも多く、一部は古く、修理も必要なので、
子どもたちにいい音でやらせたいと思って、なん
とかやりくりをしています。今年のコンクールも、
今どこから借りようかすごく考えているところで
す。
ーー町の予算も限られていますが、子どもたちへ
の練習の機会の提供としても、町に配慮を求めた
いところですね。最後に町民の皆さんに一言お願
いします。
小暮さん　子どもたちは頑張って西関東大会、全
国大会へ出場できるように日々努力をしています。
今はふるさと祭りで披露する機会もありますが、
練習も兼ねて、積極的に発表の場を増やすことで、
地域のたくさんの人に聴いていただく機会もでき
ると思っています。ミニ演奏会などができたらい
いなと思いますね。近い将来吉岡町に、吹奏楽部
卒業生や楽器に触れてきた人たちで集まれる楽団
などができて、音楽の町になってくれれば嬉しい
と思います。

大会前のホール練習に熱が入る
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　つらいこと、苦しいと
きもたくさんあると思い
ますが仲間を信じて、そ
して日々成長している自
分自身を信じて全力で
頑張ってください。
　心より皆さんのご活
躍をお祈りいたします。
（平成２７年度卒業生）

・西関東アンサンブルコンテスト 金賞 
・群馬学校吹奏楽新人戦 最優秀賞
  １位群馬県代表   
・首都圏学校交歓演奏会 銀賞

　最後の大会の目標は、西関東大会金
賞、全国大会出場なので、３年生は最
後ですし、全員で今まで以上に夏休み
なども積極的に練習を頑張ります。
　吹奏楽部は楽器購入や修理などお金
が多くかかるので、町にはサポートを
お願いしたいです。     （吹奏楽部部長）

　西関東で金！全国大
会出場！を目標にみんな
毎日一生懸命に練習し
ています！まっすぐな瞳
で上を目指して、頑張
る吉岡中吹奏楽部にお
力添えをよろしくお願
いします！　　（保護者）

　保護者会としても出来る
限りのサポートをしていき
ますが、町民の皆さまの温
かいご声援も部員たちの支
えとなります。　（保護者）

　限られた予算の中、理想と
現実の違いも大きく…子ども
たちが全国大会を目指してい
くためには、さらなる吉岡町
のサポートが必要不可欠だと
感じています。   　（保護者）

　私も吉岡中吹奏楽部
OB なので、群馬最強に
なっても、さらに上を目
指す後輩が誇らしいです
し、この時代に親として
サポートできることを幸
せに思います。　（保護者）

　古くて壊れかけの楽器でも、自
分たちの最高を目指して頑張って
いる姿は眩しいです！
　吉岡中吹奏楽部の応援をよろし
くお願いします！　　  　（保護者）

　全国大会出場のため、子ど
もたちがより良い環境で部活
動に取り組めるよう、皆さまの
お力添えの程よろしくお願い
いたします。　　　　（保護者）

　先輩たちは他校と合同練習を
やっていたり、練習量も私たちと
違い多かったと聞いています。コ
ロナだったので仕方がないですが、
もっと練習できるようになったらと
思います。　　（令和４年度卒業生）

　去年の夏休みに練
習を聴かせていただい
たとき、吉岡中吹奏楽
部ここまで来たか、と
鳥肌が立つほど感動し
たことを今でもよく覚
えています。皆さんな
ら大丈夫です！応援し
ています！

（令和２年度卒業生）

　今、全国レベルの高校で吹奏
楽部を続けられているのは、吉岡
中吹奏楽部のおかげです。
　吉岡町の皆さんにも楽しんでい
ただき、地域と共に成長する吹奏
楽部であり続けてほしいと願って
おります。そのためにも、楽器修
理やバス移動などの補助などがあ
ればありがたいと思います。

（令和３年度卒業生）

　楽器購入や維持が課題となっており、
楽器寄付や購入資金のクラウドファン
ディングの活用について議論しています。

令和５年度実績
・県ソロコンテスト 金賞 
・県吹奏楽コンクールＡ 金賞 群馬県代表  
・西関東吹奏楽コンクール中学Ａ 銀賞　

議会の視点
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吉岡中吹奏楽部 目指せ全国大会
みんなが応援しています
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私たちが聴きました



Ｑ　吉岡町では、第３子以降給食費
が無料ですが、全ての小・中学生が
無料にはならないのですか。
Ａ　これからも他の事業を進めてい
くため、多くのお金も必要となりま
す。今の時点では難しいですが、負
担軽減については引き続き検討した
いと考えています。

Ｑ　議員さんは、なぜ議員になったの
ですか。また、どんなことを考えなが
ら、この仕事をしているのですか。
Ａ　人に感謝される行動の大切さと
喜びを学び、その姿を見ていた先輩
たちから議員をお願いされました。
何が今、みんなのためになるかを考
えています。

Ｑ　吉岡町では、税金はどのように
使われていますか。
Ａ　町の税金は公共のサービス・福
祉のために使われています。身近な
例ですと給食費や保育料など、皆さ
んの生活をより良くするために使わ
れています。

Ｑ　ジョイホンパーク付近では、な
ぜ建物がたくさん建設されているの
ですか。
Ａ　スマート I

インターチェンジ

C や県道が整備され
て、交通の便が良い場所になってい
るため、お客さんを集めやすく、商
業施設が出店したいと思う場所にな
っているからです。

Ｑ　保育園は定員があって、保育園
に通えない子どもたちがいるのはな
ぜですか。また、吉岡町ではどうな
っていますか。
Ａ　園によっては定員を超える申し
込みがあるためです。町では待機児
童を出さないように、園を増築して
定員を増やす取り組みをしています。

Ｑ　高齢化社会について、吉岡町で
は、どのような取り組みをしていま
すか。
Ａ　社会福祉協議会や民生委員と協
力してお年寄りの生活を支える事業
をしています。今まで住んできた家
で安心した生活が送れるように支え
ています。

Ｑ　自然災害に向けた対策はどのよ
うなことをしていますか。
Ａ　２年に１度、総合防災訓練を行
っているほか、令和５年に防災ハザ
ードマップを新たに作り、全世帯へ
配布しました。

Ｑ　今の吉岡町には、どのような課
題がありますか。
Ａ　大きなお店のオープンで注目度
が高まり、人口が増え、道路が渋滞
しやすくなったり、学校や学童保育
の施設が不足したりと新しい課題も
生まれてきています。
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　明治小学校６年生議会体験

将来を担う子どもたちに
　令和６年６月18日に明治小学校６年生が議会体験をしました。吉岡町の将来を担う子どもたちに、自
分の町の町政に関心をもってもらい、自分の夢、希望を織り交ぜながら、町政に対する要望や質問を発表
する機会を提供することを目的として、町と共に議会も協力しています。



Ｑ　吉岡町では、環境問題に対して、
どのような取り組みをしていますか。
Ａ　電気を使う量を減らすために役
場の建物の照明を LED にしたり、太
陽光パネルのある家を増やすなどの
取り組みを行っています。

Ｑ　議会を行わないとき、議員さん
はどんなことをしていますか。
Ａ　町のことを考えて活動をしてい
ます。議員活動には議案の審査に必
要な住民に対する意見交換を行った
り、視察・調査を行ったりしています。

Ｑ　吉岡町は人口が増えているのに、
学校が３校しかないのはどうしてで
すか。
Ａ　この先、学校を作らなくてはな
らないほど子どもの人数は増えない
予想のため、学校は今後も３校のま
まの予定となっています。

Ｑ　吉岡町でこれからの子育て支援
の取り組みを予定しているものはあ
りますか。
Ａ　駒寄地区の学童クラブ施設の増
築工事を計画しています。また子育
てを頑張る保護者に向けて、「よしお
か子育て応援ガイドブック」を作成
します。

　僕は今回の議会でたくさんの
ことを聞き、たくさんのことを
学びました。議長の役を体験し
て議長の仕事が分かりました。
僕は将来、議長や議員になりた
いと思いました。もしなれたら、
今回の経験を生かして頑張りた
いと思います。

Ｑ　吉岡町は、他の市町村と合併し
ないのですか。
Ａ　平成１６年に榛東村との間で合
併するかどうか検討したことがあり
ますが、さまざまなメリット・デメ
リットがあり、そのときには結果的
に合併はしませんでした。

Ｑ　吉岡町で、今後建設予定の施設
はありますか。
Ａ　少し先になりますが、古くなっ
た学校給食センターを新しく建て替
えるための準備を進めています。吉
岡中学校の校庭や道路の整備なども
予定しています。

Ｑ　４月２６日発行の議会だよりに、手
狭になった駒寄小と吉岡中の校庭を拡張
したとありましたが、なぜ明治小は拡張し
なかったのですか。
Ａ　明治小ではみんなが遊べる場所を増
やすため、昨年ニコニコ広場の整備を行い
ました。校庭の拡張が必要になる場合に
は状況を見て考えていければと思います。

Ｑ　今後、吉岡町をどのような町に
していきたいですか。
Ａ　未来のために町の魅力をさらに
高め、“ 今よりもっと住み続けたくな
るまち”を皆さんと一緒につくって
いきたいと考えてます。

　今回、自分は２組の議長を務
めました。最初は緊張していた
けれど、模擬議会が近づくにつ
れ、楽しみになってきました。
そして緊張感に包まれた中で、
自分の役目をしっかり果たすこ
とができて良かったと思いま
す。

　今日、議長をやってみてとて
も大変でしたが、楽しいと思い
ました。今日行われた模擬議会
はとても貴重な経験でした。吉
岡町の税金の使い道や生活、私
たちが通うためのことなどを議
員さんたちに答えてもらい、と
てもよく分かりました。

　議長席に座って部屋全体を見
渡すとたくさんの人がいてすご
くドキドキしました。でも話始
めるとすぐに緊張がほぐれてい
きました。私はこの体験から自
分も吉岡町のためになることを
見つけて積極的に取り組みたい
です。ありがとうございました。

5

　大変良い質問でした。吉岡町の未来が輝くものになるよう、私たち町議会も全力で
取り組みたいと思います。また、今回の議会体験で議会や行政に関心を持ち、将来議
員や町長になることを志してもらえることを期待します。 　　　    （議長　葊嶋　隆）

各
組
　
議
長
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感
想



道
の
駅
物
産
館
が

指
定
管
理
に
な
り
ま
す

　
令
和
５
年
度
に
道
の
駅
よ
し

お
か
温
泉
出
荷
組
合
の
臨
時
総

会
で
「
組
合
を
解
散
し
、
振
興

公
社
の
傘
下
に
入
る
」
こ
と
を
決

定
し
、
物
産
館
か
ざ
ぐ
る
ま
が

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
振
興

公
社
の
物
産
館
部
門
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年
４
月

１
日
よ
り
道
の
駅
よ
し
お
か
温

泉
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

対
象
施
設
に
な
り
ま
す
。

ひ
ば
り
の
家
が

　
７
月
１
日
に

開
設
さ
れ
ま
し
た

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
学
校
に

通
う
気
持
ち
が
向
き
づ
ら
い
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
、
学
校
に

通
え
る
こ
と
を
第一目
標
と
し
な

い
居
場
所
に
な
り
ま
す
。

産
業
団
地
開
発
に
つ
い
て

基
本
計
画
を
作
り
ま
す

　
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
西
の
産

業
団
地
基
本
計
画
等
策
定
業
務

委
託
料
と
、
そ
れ
に
伴
う
不
動

産
鑑
定
業
務
委
託
料
を
補
正
し

ま
し
た
。

駒
寄
第
３
学
童
ク
ラ
ブ
が

増
築
さ
れ
ま
す

　
駒
寄
第
３
学
童
ク
ラ
ブ
増
築

の
た
め
の
実
施
設
計
委
託
料
を

補
正
し
ま
し
た
。

群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
へ
の
反
対
討
論

小
池 

春
雄 

議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
導

入
で
、
紙
の
被
保
険
者
証
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
後

期
高
齢
者
は
と
ま
ど
い
、
自

治
体
で
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
発

生
し
て
い
る
。
カ
ー
ド
を
活
用

し
な
い
人
た
ち
の
暮
ら
し
を

否
定
す
る
制
度
に
反
対
す
る
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
へ
の
反
対
討
論

小
池 

春
雄 

議
員

　
産
業
団
地
基
本
計
画
策
定

と
不
動
産
鑑
定
な
ど
の
多
額

の
投
資
を
す
る
に
は
検
証
・

検
討
が
不
十
分
で
あ
る
。
町

の
将
来
計
画
を
も
う一度
し
っ

か
り
吟
味
し
進
め
る
よ
う
強

く
要
望
し
、
反
対
す
る
。

通う気持ちが向きづらい児童・生徒の居場所となる

売り上げ改善に期待

増築で定員４０人増の予定

討
　
論

賛
否
一
覧

赤枠は現時点の概略の予定範囲

予定エリア

駒寄スマートIC
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　令和６年第２回定例会

議会でこんなことが決まりました
 令和６年第２回定例会が開会されました。会期は６月３日から 12 日までの 10 日間でした。町長より、
一般会計補正予算など議案 11 件と専決処分の承認２件が提案され、いずれも賛成多数で可決しました。



物
価
高
騰
が

　
最
大
の
赤
字
要
因

（
報
告
概
要
）

　
吉
岡
町
振
興
公
社
に
は
、
こ

の
数
年
間
で
①
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
利
用
者
の
減
②
経
営
に
お

け
る
収
益
面
、
組
織
面
の
問
題

③
新
た
に
近
隣
に
オ
ー
プ
ン
し

た
道
の
駅
ま
え
ば
し
赤
城
と
の

競
合
と
い
う
課
題
に
直
面
。
そ

こ
で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
通

じ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
や
他
の

要
因
を
洗
い
出
し
、
改
善
を
進

め
ま
し
た
。
ま
ず
、
町
と
公
社

の
役
割
分
担
の
ル
ー
ル
を
明
文

化
。
具
体
的
な
改
善
と
し
て
、

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
の
レ
ス
ト

ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
や
価
格
の
見

直
し
、
売
店
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
新
聞
や
マ
ス
コ
ミ

の
活
用
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
拡
充
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
拡
大
な

ど
Ｐ
Ｒ
活
動
の
充
実
。
ま
た
複

合
施
設
と
し
て
の
魅
力
も
最
大

限
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
町
民

は
も
ち
ろ
ん
県
内
外
へ
の
幅
広

い
誘
客
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
改
革
の
効
果
で
、
振
興
公
社

の
売
上
総
利
益
は
コ
ロ
ナ
禍
前

の
平
成
30
年
度
を
上
回
り
ま
し

た
が
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
の

増
で
、
当
期
純
利
益
は
１
０
４

３
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
し
た
。

令
和
６
年
Ｇゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
Ｗ
の

　
売
り
上
げ
は
好
調

　
令
和
６
年
の
Ｇ
Ｗ
の
売
り

上
げ
は
、
振
興
公
社
全
体
で

は
前
年
比
23
・
１
％
増
。
特

に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
前
年
比

48
・
５
％
増
で
し
た
。
売
り

上
げ
が
過
去
最
高
額
と
な
る

日
も
あ
り
ま
し
た
。

道
の
駅
ま
え
ば
し
赤
城
の影

響
は

道
の
駅
ま
え
ば
し
赤
城
が

オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
そ
の

影
響
は
。

吉
岡
町
の
道
の
駅
は
温
泉

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
楽
し

め
る
滞
在
型
施
設
。
道
の
駅
ま

え
ば
し
赤
城
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
や
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
施
設
。客
層
が
違
う
た
め
、

競
合
は
少
な
い
と
思
う
。

物
産
館
か
ざ
ぐ
る
ま
の
運

営
が
出
荷
組
合
か
ら
振
興

公
社
に
変
わ
っ
た
。
今
ま
で
よ

り
多
く
の
生
産
者
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
。
住
民
に
良
く
、

生
産
者
に
良
く
、
利
用
者
に
も

良
い
と
い
う
、
原
点
に
戻
り
行

っ
て
ほ
し
い
が
。

地
産
地
消
の
機
能
を
拡
大

す
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
重
視

し
て
い
き
た
い
。

これまでの経緯

令和２年
２月　新型コロナウイルス
流行
４月　緊急事態宣言

令和３年

１月　クラブハウス・道の
駅案内所棟補修工事
２月　リバートピア吉岡空
調更新工事
８月　サウナ改修工事

令和４年 ８月～１０月　ポンプ修
理、洗い場改修工事

令和４年
～令和５年

経営コンサルタントとの改
革プロジェクト開始

令和５年 ３月　道の駅まえばし赤城
オープン

令和６年
４月　物産館かざぐるま
が、道の駅の施設の指定管
理者による運営に変更

問問 答答

温泉の売店も改善が進み売り上げ増に

質
疑
答
弁

7

　振興公社経営状況

振興公社改善進むが５年度は赤字
　令和６年第２回定例会で吉岡町振興公社の経営状況報告が行われました。吉岡町振興公社とは町が
１００％出資している公社で、道の駅よしおか温泉・リバートピア吉岡・緑地運動公園について、町より
指定管理を受けています。
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■富岡  大志 議員 ……………………９ページ
１．工業誘致 町長のトップセールスを
２．駅と工業団地つなぐバス路線を

■宮内  正晴 議員 …………………１３ページ
１．幹線道路滞留解消は

■藤多 ゆかり 議員 ………………１０ページ
１．利用しやすい産後ケアを

■小池  春雄 議員 …………………１４ページ
１．給食費の無償化を
２．リサイクル 見える形で取り組みを

■小林  静弥 議員 …………………１２ページ
１．駒寄ⅠＣ西側に理想の誘致企業は
２．不登校の子どもの居場所づくりは

■飯塚  憲治 議員 …………………１６ページ
１．保育園など民間工事　町の関与は
２．ＧＩＧＡスクール構想の達成度は

■冨岡  栄一 議員 …………………１０ページ
１．産業団地の今後は

■春山  和久 議員 …………………１３ページ
１．保育士・幼稚園教諭の処遇改善を

■飯島  衛 議員 ……………………１１ページ
１．高齢者に対して終活の支援を
２．自治会要望の今後の対策は

■坂田  一広 議員 …………………１５ページ
１．工業団地分譲には大きなリスクも
２．文化財保存活用計画の策定急げ

　一般質問

議員の知見と活動の集約
　一般質問は、町政全般にわたって、議員個人が執行機関に質問し見解を求めるものです。議員の知見と
活動の集約であり、議会活動の「花形」とも言われています。
　吉岡町議会では、質問・答弁をあわせて、１人６０分以内の持ち時間があります。



工
業
系
企
業
誘
致
は
町
の

持
続
的
発
展
に
必
須
。
町

長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

進
め
て
ほ
し
い
が
。

吉
岡
町
が
経
済
的
に
発
展

し
、
持
続
可
能
な
成
長
を

達
成
す
る
た
め
に
、
工
業
系
企

業
誘
致
は
重
要
な
戦
略
。
先
頭

に
立
っ
て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

進
め
た
い
。

雇
用
・
税
収
増
や
、
町
の

活
性
化
に
お
け
る
連
携
が

期
待
で
き
る
企
業
と
話
を
進
め

て
ほ
し
い
が
。

企
業
選
定
は
、
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
を
考
慮
。
進

出
企
業
に
は
長
く
こ
の
地
に
根

付
い
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え
の

も
と
で
研
究
・
検
討
す
る
。
雇

用
創
出
・
税
収
増
加
の
ほ
か
、

災
害
が
比
較
的
起
こ
り
に

く
い
地
域
特
性
を
生
か
し
、

企
業
な
ど
が
災
害
な
ど
で
主
要

業
務
が
中
断
し
た
際
に
、
代
替

で
機
能
で
き
る
施
設
の
誘
致
を

進
め
て
い
る
。
本
町
へ
の
誘
致

の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。

地
権
者
・
地
元
住
民
の
理

解
が
非
常
に
重
要
。
し
っ
か

り
丁
寧
に
対
応
し
て
ほ
し
い
が
。

地
権
者
の
気
持
ち
に
添
い
、

誠
実
に
対
応
し
た
い
。
周

辺
住
民
に
は
、
丁
寧
に
分
か
り
や

す
い
情
報
提
供
を
心
が
け
た
い
。

企
業
誘
致
を
進
め
る
上

で
、
群
馬
総
社
駅
西
口
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
。

現
在
前
橋
市
で
整
備
を
進

め
て
お
り
、
令
和
12
年
度

に
県
道
前
橋
伊
香
保
線
バ
イ
パ

ス
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が
完

成
予
定
。
本
町
か
ら
の
群
馬
総

社
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
性
が
格

段
に
向
上
す
る
た
め
、
前
橋
市

と
連
携
し
、
駅
を
活
用
し
た
町

づ
く
り
や
交
通
政
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

群
馬
総
社
駅
か
ら
工
業
団

地
を
つ
な
ぐ
バ
ス
路
線
に

つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
早
く

検
討
・
調
整
を
進
め
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
通
学
の
利
便
性
も

合
わ
せ
、高
崎
市
「
ぐ
る
り
ん
」

の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
の
運
用
も
検
討
し
て
ほ

し
い
が
。

自
動
車
以
外
の
移
動
手
段

の
確
保
は
重
要
。
町
内
の

通
学
・
通
勤
の
実
態
や
進
出
す

る
企
業
の
意
向
を
考
慮
し
検
討

す
る
。

問問 答答

工業系企業誘致は町の持続的発展に必須
（駒寄スマート IC西側工業誘致エリア周辺）

コミュニティーバスの運用の検討を

駅
と
工
業
団
地
つ
な
ぐ

バ
ス
路
線
を

通
学
通
勤
・
企
業
の
意

向
考
慮
し
検
討

地
域
貢
献
が
期
待
で
き
る
企
業

に
ぜ
ひ
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

で
き
れ
ば
本
社
移
転
と
い

う
の
が
一
番
望
ま
し
い
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
検
討

中
だ
が
、
税
収
確
保
や
雇

用
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
い
う
観
点
か
ら
、
本
社
機
能

誘
致
は
効
果
が
大
き
い
と
認
識
。

他
市
町
村
な
ど
の
例
も
研
究
し
、

十
分
検
討
し
て
進
め
た
い
。

群
馬
県
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

拠
点
の
誘
致
を
進
め
て
い

る
。
本
町
で
も
誘
致
を
。

問

問

問

問

問 答

答答

答

答

9

 　 重要な戦略　先頭に立って進める

工業誘致
町長のトップセールスを

答

富
と み お か

岡  大
た い し

志  議員

録画映像は
こちらをCHECK



藤
ふ じ た

多 ゆかり  議員
録画映像は
こちらをCHECK

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

西
側
産
業
団
地
の
基

本
計
画
策
定
が
補
正
予
算

に
計
上
さ
れ
た
が
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

６
月
に
関
係
者
説
明

会
と
７
月
に
住
民
説

明
会
を
実
施
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
考
慮
し
、
基
本

計
画
を
策
定
す
る
。

女
性
消
防
団
員
の
加

入
状
況
と
団
員
増
加

の
考
え
は
。

女
性
消
防
団
員
は
４

分
団
に
３
人
い
る
。

町
の
女
性
消
防
団
員
の
歴

史
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
団
員
募
集
を
行
っ
て

い
く
。

産
後
ケ
ア
は
、
子
育

て
の
孤
立
を
防
ぐ
た

め
、
ま
た
母
子
の
健
康
促

進
の
た
め
重
要
な
ケ
ア
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

昨
年
度
の
利
用
実
績
は
。

利
用
し
や
す
い
事
業
に
し

て
も
ら
い
た
い
が
。

利
用
実
績
は
延
べ
人

数
で
宿
泊
型
16
人
、

日
帰
り
型
41
人
だ
っ
た
。

産
後
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

利
用
条
件
が
分
か
り

づ
ら
い
の
で
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
載

は
、
少
し
誤
解
を
招

く
よ
う
な
表
現
も
あ
る
た

め
訂
正
す
る
。

問

問

問

問

答

答答

答

プラスチックのごみ袋がいっぱい

消
防
団
協
力
員
に
も

出
動
報
酬
を
出
せ
な

い
か
。消

防
団
協
力
員
の
活

躍
を
見
る
と
今
後
何

ら
か
の
改
善
が
必
要
と
感

じ
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ご

み
の
量
が
多
く
、
袋

が
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
し
ま
う
。
月
２
回
の

収
集
回
数
を
増
や
せ
な
い

か
。

収
集
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
、
当
初
の
想

定
し
て
い
た
収
集
量
よ
り

相
当
少
な
い
。
今
後
の
収

集
状
況
・
経
費
な
ど
を
考

慮
し
、
検
討
し
た
い
。

部
活
動
地
域
移
行
が

進
む
中
で
、
指
導
者

の
取
得
す
べ
き
資
格
や
指

導
者
研
修
は
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
公
認
資
格
で
あ
る

「
ス
タ
ー
ト
コ
ー
チ
」
の
取

得
を
勧
め
て
お
り
、
指
導

者
研
修
も
本
年
度
は
２
回

開
催
予
定
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
分
別
が
開
始
さ
れ

た
が
、量
の
多
さ
に
驚
く
。

月
２
回
の
回
収
で
は
足
り

な
い
。
回
収
を
増
や
す
予

定
は
。さ

ま
ざ
ま
な
点
を
総

合
的
に
考
慮
し
た
上

で
検
討
す
る
。

問

問

問

問

答答

答答

産業団地の今後は

 　 関係者説明から始める

冨
と み お か

岡  栄
え い い ち

一  議員
録画映像は
こちらをCHECK

産後ケアからの子育て支援に
取り組む第四保育園

答

10

利用しやすい産後ケアを
 　 安心して子育てができるようにしたい

答



側溝ふたの工事が待たれる（陣場地区内）

飯
い い じ ま

島　衛
まもる

  議員

録画映像は
こちらをCHECK

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト

制
度
な
ど
終
活
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

渋
川
広
域
の
在
宅
医
療
介

護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
で

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成

し
て
お
り
、
し
っ
か
り
周
知
し

た
い
。厚

労
省
の
国
立
社
会
保
障・

人
口
問
題
研
究
所
の
発
表

で
は
、
65
歳
以
上
の
１
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
世
帯
は
、
２
０
２

０
年
の
７
３
８
万
世
帯
か
ら
50

い
と
の
こ
と
。
役
場
窓
口
に
設

置
し
て
は
と
思
う
が
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

が
２
０
２
５
年
度
以
降
に

実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

町
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。保

育
園
や
認
定
こ
ど
も
園

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
問

題
が
あ
り
、
ど
こ
ま
で
対
応
が

可
能
か
検
討
し
た
い
。

道
路
や
側
溝
の
整
備
に
関

し
て
、
自
治
会
要
望
で
出

さ
れ
て
か
ら
５
年
に
も
な
る
所

が
あ
る
。
町
の
今
後
の
対
策
は
。

危
険
箇
所
お
よ
び
通
学
路

の
安
全
対
策
を
優
先
し
て

い
る
。
自
治
会
か
ら
の
要
望
に

関
し
て
は
小
型
構
造
物
の
個
別

施
設
計
画
に
取
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
か
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
分
別
回
収
が
始
ま

っ
た
が
、
思
い
の
ほ
か
多
く
出

る
。
町
民
よ
り
、
小
さ
い
ご
み

袋
が
欲
し
い
、
回
収
の
回
数
を

増
や
し
て
欲
し
い
な
ど
、
多
く

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

町
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

る
の
か
。

袋
を
Ｓ
サ
イ
ズ
に
す
る
の

は
版
代
な
ど
の
費
用
が
か

か
る
た
め
、
今
ま
で
通
り
、
中

と
大
で
運
用
し
た
い
。
収
集
回

数
に
関
し
て
は
今
後
の
収
集
状

況
・
経
費
な
ど
総
合
的
に
考
慮

し
て
検
討
し
た
い
。

問 答

高齢者の終活支援が必要

自
治
会
要
望
の
今
後
の

対
策
は

今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い

年
に
は
１
０
８
４
万
世
帯
へ
と

増
加
し
、
１
人
暮
ら
し
世
帯
に

占
め
る
割
合
は
34
・
９
％
か
ら

46
・
５
％
に
拡
大
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
１
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
の
支
援
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
思
う
が
、
町
の
対
策
は
。

町
に
住
み
続
け
た
い
と
願

う
高
齢
者
が
、
健
康
で
幸

せ
な
生
活
を
長
く
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
作
ら
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

認
知
症
の
高
齢
者
数
の
推

計
は
政
府
の
発
表
に
よ
る

と
、
２
０
６
０
年
に
は
軽
度
認

知
障
害
と
認
知
症
の
高
齢
者
の

合
計
が
１
２
７
７
万
人
で
、
高

齢
者
の
２
・
８
人
に
１
人
に
当

た
る
と
あ
る
。
予
防
策
と
し
て
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど
取
り
入

れ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

町
の
考
え
は
。

自
治
会
長
や
地
域
の
高
齢

者
の
人
々
と
相
談
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
た
い
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
補

聴
器
よ
り
も
聞
こ
え
が
よ

問問

問

問

問

問 答答

答答答

答

答
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高齢者に対して終活の支援を

 　 エンディングノートを周知したい



駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
西
側

産
業
団
地
に
、
税
収
面
か

ら
見
た
理
想
の
誘
致
企
業
は
。

税
収
面
で
は
、
高
収
益
を

上
げ
る
企
業
が
町
の
法
人

町
民
税
増
収
に
つ
な
が
る
。
環

境
面
で
は
、
環
境
に
対
す
る
負

荷
が
少
な
い
か
、
ま
た
Ｃ
Ｏ
２

削
減
や
省
エ
ネ
、
廃
棄
物
の
削

減
な
ど
の
環
境
保
護
に
取
り
組

ん
で
い
る
企
業
が
理
想
的
。
雇

用
面
で
は
、
地
元
で
多
く
の
雇

用
を
創
出
で
き
る
企
業
で
あ
れ

ば
、
町
民
税
に
限
ら
ず
、
所
得

税
や
消
費
税
の
増
収
に
も
つ
な

が
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
考
慮

し
て
、
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と

が
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

町
道
小
倉
・
陣
場
線
で
、

路
側
帯
域
が
狭
い
。
安
全

望
箇
所
を
ス
マ
ホ
写
真
で
受
け

付
け
た
り
、
情
報
収
集
に
利
用

し
た
り
で
き
る
よ
う
な
窓
口
を
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ス
マ
ホ
な
ど
を

使
っ
た
連
絡
を
今
後
、
よ

り
よ
く
町
民
か
ら
町
に
伝
え
ら

れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

㈱
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
と
吉

岡
町
と
で
包
括
連
携
協
定

を
結
び
、
具
体
的
な
内
容
は
今

後
決
め
て
い
く
と
の
こ
と
。
災

害
時
の
支
援
体
制
な
ど
を
具
体

的
に
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

防
災
面
を
含
め
、
今
後
非

常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る

た
め
、
引
き
続
き
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
資
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
町
民

の
声
を
聞
き
な
が
ら
実
施
し
て

い
き
た
い
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
、
居
場
所
の
充

実
を
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
進

め
て
い
く
の
か
。

７
月
の
「
ひ
ば
り
の
家
」

開
設
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。
不
登
校
の
児
童
・

生
徒
の
新
た
な
居
場
所
と
し

て
、
学
校
へ
通
う
こ
と
を
第
一

の
目
標
と
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
や
経
験
と
出
会
う
場
と
し

て
、
一
人
一
人
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
た
過
ご
し
方
が
で
き
る

も
の
。
ま
た
、
群
馬
県
が
６
月

に
提
供
を
開
始
す
る
、
ネ
ッ
ト

上
の
仮
想
空
間
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
、「
つ
な
サ
ポ
」
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
て
環
境
整
備

を
現
在
進
め
て
い
る
。

問問 答

税収面で理想の企業の進出を期待
（駒寄スマート IC西側の産業団地予定地）

不登校の子どもの居場所の充実を（ひばりの家）

不
登
校
の
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
は

新
た
な
居
場
所
と
し
て

「
ひ
ば
り
の
家
」

面
の
確
保
は
。

拡
張
は
困
難
。
危
険
な
場

所
は
路
肩
部
分
の
段
差
解

消
や
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
の
設
置
な

ど
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
の
た
め
に
、

夜
間
の
暗
い
道
路
、
長
い

距
離
で
防
犯
灯
が
つ
い
て
い
な

い
道
路
に
、
ぜ
ひ
と
も
防
犯
灯

や
ポ
ー
ル
ラ
イ
ト
設
置
を
。

改
め
て
自
治
会
に
働
き
か

け
、
地
元
の
意
向
を
確
認

し
た
上
で
、
防
犯
灯
や
ポ
ー
ル

ラ
イ
ト
設
置
を
検
討
し
た
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ア
プ
リ
を
使
っ

て
、
危
険
箇
所
や
改
善
希

問問

問問 答答

答答

答

駒寄ⅠＣ西側に
理想の誘致企業は

 　 収益・環境・雇用なども考慮

小
こ ば や し

林  静
し ず や

弥  議員

録画映像は
こちらをCHECK
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右折信号を切望する（駒寄スマートIC南交差点）

先生の人材確保が難しくなっていく
（第四保育園の田植え）

保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭
は
、
今
後
人
材
確

保
が
難
し
く
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。「
子
ど
も
を
育
て

る
な
ら
吉
岡
町
」
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
処
遇
改

善
に
一
層
の
配
慮
を
求
め

た
い
が
。

国
の
制
度
で
令
和
３

年
度
の
途
中
か
ら
給

与
の
月
額
で
９
０
０
０
円

程
度
、
率
に
す
る
と
３
％

ほ
ど
引
き
上
げ
の
措
置
が

行
わ
れ
た
。
町
独
自
の
支

援
で
は
、
保
育
士
を
国
の

基
準
よ
り
増
や
し
た
場
合
、

補
助
金
を
支
給
。
ま
た
現

場
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、

お
む
つ
の
処
分
費
用
を
町

で
一
部
補
助
を
実
施
。

問答

学
童
保
育
は
、
待
機

児
童
が
３
年
連
続
ゼ

ロ
。
し
か
し
今
後
も
需
要

増
が
予
想
さ
れ
、
定
員
増

や
職
員
の
増
員
は
急
務
だ

が
、
今
後
の
対
応
は
。

駒
寄
第
３
学
童
ク
ラ

ブ
の
増
築
を
予
定
。

40
人
追
加
し
１
３
０
人
を

計
画
。
職
員
不
足
解
消
に

つ
い
て
も
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
と
同
様
の
措
置
を

実
施
済
み
。
し
か
し
配
偶

者
の
扶
養
の
範
囲
で
働
く

人
が
多
く
、
賃
金
引
き
上

げ
が
直
接
職
員
安
定
確
保

に
な
ら
な
い
の
が
現
状
。

問答

保育士・幼稚園教諭の
処遇改善を

 　 町独自に支援を実施

春
は る や ま

山  和
か ず ひ さ

久  議員
録画映像は
こちらをCHECK

宮
み や う ち

内  正
ま さ は る

晴  議員
録画映像は
こちらをCHECK

県
道
南
新
井
前
橋
線

の
交
差
点
滞
留
解
消

は
。

右
折
信
号
が
な
い
の

が
現
状
。
渋
滞
の
緩

和
対
策
に
は
右
折
信
号
も

有
効
な
方
法
と
認
識
。
交

通
量
調
査
を
基
に
関
係
機

関
と
改
善
策
を
検
討
。

令
和
５
年
10
月
実
施

の
町
内
の
交
差
点
で

交
通
量
・
渋
滞
長
調
査
を

行
い
、
12
月
議
会
の
答
弁

で
関
係
機
関
と
協
議
検
討

と
な
っ
て
い
た
が
。

調
査
結
果
は
県
渋
川

土
木
事
務
所
と
渋
川

警
察
署
に
情
報
提
供
。
早

め
に
関
係
機
関
と
協
議
の

場
を
設
け
た
い
。ま
た
、
協

問問 答答

議
内
容
は
方
針
や
結
論
が

出
た
時
点
で
報
告
す
る
。

滞
留
解
消
に
ス
ー
パ

ー
ツ
ル
ヤ
南
の
午
王
頭

川
に
橋
を
架
け
る
計
画
は
。

対
岸
の
道
路
が
未
整

備
の
た
め
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
。

交
通
安
全
教
育
の
啓

発
運
動
は
。

交
通
安
全
教
育
は
、

子
ど
も
の
命
を
守
る

上
で
重
要
な
も
の
。
視
聴

覚
教
材
や
体
験
学
習
、
併

せ
て
警
察
官
や
交
通
指
導

員
を
講
師
に
招
き
実
体
験

を
通
し
て
学
ん
で
い
る
。

問問 答答

幹線道路滞留解消は
 　 交通量調査を基に改善策を検討答

答
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高
崎
市
が
来
年
度
か
ら
第

２
子
か
ら
給
食
費
無
償
化

を
実
施
。
県
内
全
て
の
市
町
村

が
完
全
無
償
化
、
あ
る
い
は
一

部
無
償
化
と
し
て
い
る
。
完
全

無
償
化
が
21
市
町
村
で
、
第
２

子
な
ど
条
件
付
き
が
14
市
町
村

と
な
る
。
吉
岡
町
は
第
３
子
か

ら
の
た
め
、
ず
い
ぶ
ん
遅
れ
て

い
る
。「
子
ど
も
を
育
て
る
な

ら
吉
岡
町
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
い
る
以
上
、

無
償
化
に
向
け
て
努
力
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
。

今
後
も
児
童
・
生
徒
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
現
状

は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
考
慮
し
つ
つ
、

今
後
も
一
定
の
負
担
を
求
め
て

い
き
た
い
。

も
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
実
感
し
た
。
吉
岡
町
の
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
群
馬
県

内
35
市
町
村
で
34
位
と
最
下
位

か
ら
２
番
目
に
あ
る
。
本
年
度

か
ら
プ
ラ
ご
み
回
収
と
役
場
敷

地
内
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
回
収

が
始
ま
る
が
、
生
ご
み
へ
の
対

応
も
合
わ
せ
て
中
途
半
端
な
取

り
組
み
で
は
な
く
、
住
民
に
も

よ
く
見
え
る
形
で
の
取
り
組
み

が
必
要
と
思
う
が
。

将
来
的
に
町
が
生
ご
み
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
い
く
た
め

に
は
、
町
民
皆
さ
ん
に
処
理
に

多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る

現
状
や
生
ご
み
排
出
量
が
非
常

に
多
い
こ
と
を
周
知
し
て
い

き
、
全
体
で
減
量
化
の
機
運
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

２
０
２
６
年
度
か
ら
、
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が

実
施
さ
れ
る
。
児
童
福
祉
法
第

39
条
で
は
保
育
を
必
要
と
す
る

乳
幼
児
を
保
護
者
の
元
か
ら
通

わ
せ
保
育
を
行
う
義
務
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
が
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き

る
よ
う
対
策
を
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
18
歳
未
満
の
均
等
割

無
料
制
度
が
広
ま
っ
て
い
る
が
、

吉
岡
町
も
今
後
の
問
題
と
し
て

対
応
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

実
施
す
る
場
合
の
財
源

は
、
国
民
健
康
保
険
基
金

の
取
り
崩
し
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
の
国
民

健
康
保
険
の
財
政
を
考
慮
し
た

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
。

問答

給食費無償化へ努力すべき

本町でもできることがたくさんある
（徳島県上勝町のゼロ・ウェイストセンター）

再
生
可
能
な
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
・

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
と
生
ご

み
対
策
の
取
り
組
み
を
問
う
。

５
月
に
行
政
視
察
で
徳
島
県
上

勝
町
に
行
っ
た
が
、
上
勝
町
で

は
２
０
０
３
年
に
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
宣
言
（
無
駄
・
浪
費
・

ご
み
を
な
く
す
）
を
行
い
、
国

内
や
海
外
か
ら
注
目
さ
れ
、
年

間
３
０
０
０
人
を
超
す
人
た
ち

が
来
町
し
て
い
る
。
学
ぶ
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
当
町
で

問

問

問

答

答答

給食費の無償化を

 　 今後も一定の負担を求めたい

小
こ い け

池  春
は る お

雄  議員

録画映像は
こちらをCHECK

リ
サ
イ
ク
ル 

見
え
る

形
で
取
り
組
み
を

住
民
に
現
状
を
周
知

答
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坂
さ か た

田  一
か ず ひ ろ

広  議員

録画映像は
こちらをCHECK

土
地
開
発
公
社
の
存
在
意

義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
良

好
な
環
境
と
土
地
利
用
の

確
保
を
通
じ
て
、
吉
岡
町
総
合

計
画
・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
適
合
し
た
秩
序
あ
る
町

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
現
時

点
で
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
。

土
地
の
先
行
取
得
に
つ
い

て
は
、
土
地
の
価
格
が
右

肩
上
が
り
の
時
代
に
は
、
コ
ス

ト
を
抑
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
っ
た
が
、
町
の
地
価
は
ほ

ぼ
横
ば
い
。
存
在
意
義
も
見
い

だ
せ
な
い
が
。

現
在
進
め
て
い
る
駒
寄
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
産
業
団
地

は
、
土
地
開
発
公
社
を
利
用
し

を
図
っ
て
、事
業
を
進
め
た
い
。

振
興
公
社
が
管
理
す
る
リ

バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
、
道
の

駅
な
ど
施
設
は
、「
町
の
東
の

玄
関
口
」
と
い
う
位
置
付
け
の

下
、
多
額
の
予
算
が
費
や
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
期
待
さ
れ

た
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
面

も
あ
る
。
振
興
公
社
の
経
営
と

そ
の
管
理
す
る
施
設
へ
の
今
後

の
投
資
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

地
場
産
業
振
興
な
ど
の
地

域
の
発
展
や
、
道
の
駅
と

し
て
の
交
流
の
接
点
と
し
て
、

ま
た
温
泉
の
福
祉
施
設
と
し
て

の
立
ち
位
置
も
意
識
し
な
が

ら
、
そ
の
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
を

訪
れ
た
人
に
十
分
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
施
設
に
対
す
る
投
資

を
し
た
い
。

三
津
屋
古
墳
や
新
た
に
県

指
定
史
跡
に
な
っ
た
南
下

古
墳
群
を
国
指
定
史
跡
に
す
る

活
動
を
加
速
化
さ
せ
る
た
め
に

も
、
早
急
に
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
を
策
定
す
べ
き
で

は
。

地
域
計
画
が
文
化
庁
長
官

の
認
定
を
受
け
る
と
、
町

村
へ
の
一
部
事
務
の
権
限
移

譲
、
補
助
率
加
算
な
ど
、
国
庫

補
助
事
業
に
お
け
る
優
遇
を
受

け
ら
れ
る
な
ど
、
作
成
に
お
け

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
将
来
的
に
は
地
域
計
画
を

策
定
し
、
文
化
庁
長
官
の
認
定

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
進
め
た

い
。

問問 答答

各施設の機能に合った投資を
（リバートピア吉岡）

早急に文化財保存活用地域計画の策定を（三津屋古墳）

文
化
財
保
存
活
用
計
画

の
策
定
急
げ

将
来
的
に
は
地
域
計
画

を
策
定
し
た
い

て
の
事
業
の
進
め
方
を
検
討
。

現
状
で
進
め
た
い
。

仮
に
土
地
開
発
公
社
を
使

っ
て
工
業
団
地
を
分
譲
す

る
場
合
、
公
社
が
借
り
入
れ
た

土
地
購
入
代
金
な
ど
を
町
が
債

務
保
証
す
る
関
係
で
、
売
れ
残

っ
た
場
合
に
は
最
終
的
に
公
社

の
借
金
を
町
が
負
担
す
る
。
大

き
な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な

る
が
。周

辺
の
工
業
団
地
の
造
成

状
況
、
販
売
状
況
な
ど
も

さ
ら
に
一
層
研
究
し
て
、
間
違

い
な
く
成
功
さ
せ
る
よ
う
努
め

た
い
。
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
十

分
検
討
し
て
、
皆
さ
ま
に
説
明

問

問問

答

答

答

工業団地分譲には大きな
リスクも

 　 間違いなく成功させるよう努める答
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指
導
者
の
授
業
力
が
十
分

で
あ
れ
ば
、
児
童
・
生
徒

の
理
解
度
向
上
、
ス
ム
ー
ズ
な

知
識
の
吸
収
へ
と
つ
な
が
る
。

指
導
体
制
の
現
状
は
。

校
内
研
修
や
互
い
の
授
業

参
観
で
よ
り
良
い
授
業
実

践
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
結

果
、
授
業
の
形
態
お
よ
び
方
法

な
ど
に
良
い
変
化
が
み
ら
れ
て

い
る
。

多
額
の
補
助
金
が
投
入
さ

れ
る
保
育
園
な
ど
の
民
間

の
建
設
工
事
に
行
政
の
関
与
は
。

民
間
事
業
者
に
て
実
施
さ

れ
る
の
が
基
本
だ
が
、
自

治
体
が
行
う
契
約
手
続
き
に
準

拠
す
る
指
導
を
実
施
。
設
計
か

ら
完
成
ま
で
町
も
関
わ
って
い
る
。

異
次
元
の
少
子
化
対
策
、

政
府
の
方
針
が
現
実
化
し

た
と
き
に
は
、
保
育
園
・
幼
稚

園
の
全
費
用
無
償
化
、
小
・
中

学
校
の
給
食
費
無
償
化
、
学
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
条
件
の
撤
廃
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
考

え
な
の
か
、
そ
の
具
体
策
は
。

保
育
園
な
ど
の
完
全
無
償

化
は
考
え
て
い
な
い
。
学

童
ク
ラ
ブ
の
入
所
条
件
は
、
状

況
に
応
じ
て
対
策
を
続
け
る
。

妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
介

護
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
具
体
例
を
整
理
し
、
防
止
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
産
前
産

後
休
暇
や
育
児
休
業
な
ど
の
制

度
を
当
た
り
前
に
利
用
で
き
る

職
場
風
土
を
作
っ
て
い
く
。

本
町
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
は
、
当
初
計
画
か
ら

昨
年
度
ま
で
に
計
画
さ
れ
た
内

容
を
全
て
達
成
し
て
い
る
の
か
。

本
町
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
推
進
計
画
を
始
め
と

し
、
教
育
推
進
計
画
か
ら
、
現

在
は
国
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ

事
業
に
指
定
さ
れ
る
ま
で
進
展

し
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
端
末
の
取
り
扱
い
技
能
も

向
上
。
職
員
室
で
の
※
Ｏ
Ｊ
Ｔ

を
取
り
入
れ
た
成
果
も
あ
り
、

授
業
で
の
活
用
も
充
実
し
て
き

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
全

国
的
に
照
ら
し
て
も
、
達
成
度

は
高
い
と
判
断
で
き
る
。

問問 答答

給食費無償化の具体策を

進展する吉岡 ICT教育（駒寄小学校）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
達
成
度
は

本
町
の
達
成
度
は
高
い

と
判
断
で
き
る

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
完

全
無
償
化
に
は
年
間
３
５
０
０

万
円
程
度
が
必
要
。
学
童
ク
ラ

ブ
は
需
要
変
動
が
予
測
困
難
な

た
め
、試
算
し
て
い
な
い
。
小・

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に

は
、
さ
ら
に
年
間
８
４
７
０
万

円
ほ
ど
が
必
要
。

職
場
内
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
と
、
発
生
時
の
対
応

策
は
。実

態
把
握
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
考
慮
し
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
の
指
針
を
定
め

周
知
・
対
応
し
て
い
る
。

産
後
お
よ
び
育
児
休
暇
の

取
得
に
対
す
る
職
場
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
の
現
状
は
。

問

問

問問 答

答

答

答

ミニ解説
※
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
略
）

職
場
で
実
務
を
さ
せ
る
こ
と
で
行

う
職
業
訓
練
の
こ
と
。

保育園など民間工事
町の関与は

 　 自治体の契約手続きに準拠を指導

飯
い い づ か

塚  憲
け ん じ

治  議員

録画映像は
こちらをCHECK

答
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　昨年の改選より議員各自にタブレット端末が貸
与され、最新の資料がタイムラグなく手元に届くの
で精査に時間をかけられるようになりました。また
議会広報常任委員会では、委員会中の紙資料の削
減に取り組み、導入前と比較し約７割の削減を実
現しています。引き続きペーパーレス化を目指し、
SDGsに取り組んでいきます。

　議会だよりの編集作業の効率化を目指して、文
章校正ソフトと広報誌編集ソフトを導入しました。
誤字脱字や記事の配置などの細かな修正に要して
いた時間を短縮し、議会だよりのさらなる質の向上
に焦点を当てることを目的としています。

　委員会審査の過程をお示しできるよう、委員会
議事録を作成するシステムを試験運用しています。
これからも町民みなさんに開かれた議会を目指して
いきます。

　より多くの町民の皆さんに議会を傍聴していた
だけるよう、議場傍聴席に議会本会議中にリアル
タイムで発言を字幕表示するモニターを設置しまし
た。

より効率的な審議審査へ

より質の高い広報編集へ

委員会議事録の公開に向けて

議場で音声字幕表示を開始

議会全体でペーパーレス推進（タブレット講習会）

編集効率が大幅に改善された（議会広報常任委員会）

いろいろな障害への配慮が必要

音声文字化システムの専用マイク
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　吉岡町議会ICT化推進

議会DX  さらなる進化へ



年
4
回
発
行

発
　行
　吉
岡
町
議
会

責
任
者
　議
長
　廣
嶋
　隆

編
　集
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

☎

No144

編
集
後
記

編
集
委
員

　田
ん
ぼ
の
緑
も
濃
く
な
り
、
朝

晩
は
爽
や
か
な
風
が
水
面
を
吹
き

抜
け
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　今
号
よ
り
カ
ラ
ー
化
し
、
紙
面

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
読

み
や
す
く
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え

る
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
編
集
委
員
一
同
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。    

（
藤
多  

ゆ
か
り
）

見やすいユニバー
サルデザインフォ
ントを採用してい
ます。

委
員
長

　富
岡

　大
志

副
委
員
長

　藤
多
ゆ
か
り

委

　
　員

　冨
岡

　栄
一

　
　
　
　
　宮
内

　正
晴

　
　
　
　
　大
井

　俊
一

　
　
　
　
　春
山

　和
久

　
　
　
　
　山
﨑

　守
人

あ
な
た
の
ギ
カ
イ
だ
よ
り

よしおか NO.144

Q A&
問１

問２

問３

「ひばりの家」の開設は今年の何月でしょう。
Ａ．５月　　Ｂ．６月　　Ｃ．７月
物産館かざぐるまが振興公社による運営になった
のは今年の何月でしょう。
Ａ．４月　　Ｂ．５月　　Ｃ．６月
一般質問は何人が行ったでしょう。
Ａ．９人　　Ｂ．１０人　　Ｃ．１１人

応募方法　
 ・はがきに答えの記号（例１－Ａ）、住所、氏名、年齢、  
   職業を書いてください。
   ※個人情報は商品の発送のみに使用します。
 ・ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。
   「お便りコーナー」で紹介します。
応募先　
　〒 370–3692　
　吉岡町大字下野田５６０番地　吉岡町議会事務局
応募期限　９月１日消印有効
賞品　正解者の中から抽選で５人に、図書カード１，０００円分
をプレゼントします。当選者の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。
  前回の正解は１－Ｃ、２－Ｃ、３－Ａでした。

次の議会は９月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
詳しい日程などは広報よしおか８月号
に掲載されます。
また、町ホームページでもお知らせし
ます。

皆さんの傍聴を皆さんの傍聴を
お待ちしていますお待ちしています

議会だよりモニターさんの声議会だよりモニターさんの声

　先日人口戦略会議で「消滅可能性自治体」が発
表されました。県内では唯一吉岡町だけが「自立
持続可能性自治体」とされています。「ベッドタ
ウンとして若い世代や家族層の流入が進んでい
る」というのが町の分析と報道されていますが、
これは地勢的な理由に過ぎないと言っているのと
同じです。町として積極的に取り組んだ結果では
なく、偶然のたまものということでしょうか。
　町として真に安心・安全な住みやすい環境を整
備するためには、今何をするべきなのか、議員の
皆様にぜひとも考えてもらいたいと思います。人
口が増えつつある今こそ、今後の１００年を見据
えた政策が必要と考えます。

　文化センターを利用することが
あるのですが、トイレの和式が多
くてびっくりしました。
　今の子どもは和式の使い方を知
らなかったり、できない子もいる
と聞きます。また、年配の方も膝
や腰が痛くて大変な方がいます。
ぜひ洋式に変えるように検討して
ほしいと思います。（文化センター
のホール側もお願いします）

　今までこんなに真剣に議会だより
を読んだことはありませんでした。
知らなかったことも多く、理解でき
ないこともありました。各議員は地
域住民の声をどのように吸い上げて
いるのでしょうか。もっとコミュニ
ケーションが必要と感じます。

　第６次総合計画３年目、これからの２年間で何がどこ
まで進んだのか、進まなかったのか、その原因と対策、
今後の検討課題など既存計画をベースにした町政の歩み
を分からしめていただくこととともに、新たな課題とな
ることに臨機に対応しなければならないことにも注目し
て記事を作成していただければと思います。

　議会や議員さん、そして町の今を知るために、工夫を凝らし
て作られた議会だよりはとても大切だと感じます。自分たちの
住む町をよりよくしていくために、まずは町のことを知ること
の重要性を子どもたちにも伝え、議会だよりを活用させていた
だきたいと思っています。これからも読みやすく、議会や町の
様子が分かりやすい議会だよりが届くことを期待しています。

　子育ての真っ最中です。旅行する際に様々な
「子供を遊ばせる地域の施設」を利用しています。
　そこでなんですが、町民の方々に「こんな素
晴らしい施設があったよ！」と教えてもらい、
議員が視察して今後の吉岡町の展開に活かせな
いでしょうか？絶対子育て世代の人々は快く教
えてくれるはずですよ。そういった「名指しの
アンケート」を是非ともやってほしいです。

　小・中学生の子が各１人ずついる者です。
　子育て支援として議会で検討していた
だいているものがあることがよく分かり
ました。給食費無料化もありがたいです
が、子どもたちが安全に生活できる施策
をお願いします。

　新聞記事で議会の傍聴席のモニターにＡＩの字
幕が付くとのこと。大変良かったと思います。特
に手話の使えない難聴者や高齢者にとっても便利
になったと思います。
　ただし、コミュニケーションが手話の聴覚障害
者にとっては字幕を読み、理解するのには困難な
人が多いと思います。
　ぜひ、今後はこのような聴覚障害者のため、手
話通訳者を議場にお願いしたいと思います。いろ
いろな障害者に対して配慮してくださっているこ
と、今後も続けていただければと思います。
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吉岡町議会では、議会だよりの内容の充実を期するため議会だよりモニターを設置し、議会だよりなどに
関するご意見をいただいています。前号の感想や町に関するご意見をいただきましたので一部紹介します。


